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学校緊急支援活動の研修の現状と課題に関する考察
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要約
本研究は，学校緊急支援活動の研修の現状と課題について考察するものである。筆者はスクー

ルカウンセラーとして緊急支援活動に携わってきた経験から，研修の必要性を強く感じている。
現在，スクールカウンセラーの重要な業務の一つとして緊急支援活動が挙げられているが，研修
は十分とは言い難い。そこで，本研究では緊急支援活動の研修に関する先行研究をまとめ，今後
どのような研修が実践場面で役立つのかについて考察する。
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⚑．はじめに

1995 年スクールカウンセラー研究調査事業が
始まり，この 30 年の間，その認知が高まるにつれ，
学校からはたくさんの緊急支援活動の要請がされ
るようになった。その要請に対して，必要な人材
が十分に育成されているとは言い難く，支援活動
が特定の人材に偏る課題がある。この課題の背景
には，緊急支援活動の特徴と関係があるといえる。
というのも，緊急支援活動は，ある日突然発生す
る。いつ発生するかわからない活動に対して，常
に時間を空けて待っているカウンセラーは多くは
ない。そのような不確定な活動に対して，知識を
蓄えるなどの備えをすることは後回しにされやす
い。通常のスクールカウンセリングとは異なり，
要求されるスキルも高くなる。このような理由か
ら，緊急支援活動に携わる人材育成には難しさが
あると考える。
筆者は，これまでスクールカウンセラーとして

学校緊急支援活動に携わってきた。スクールカウ
ンセラーとして活動当初から，不安なくこの活動
に関われた訳ではない。一つ一つの事案の経験を

積み重ねることによって，見通しをもって活動す
ることができるようになった。初めて緊急支援活
動を経験してから数年後，緊急支援のコーディ
ネーターを任された。この頃から，先に述べた理
由から人材確保の課題に頭を悩ませるようになっ
た。この課題の解消のため，数度緊急支援に関す
る研修を開催した経験がある。その際に，緊急支
援全体に関わる流れや知識だけではなく，実践的
な内容であることを心掛けた。しかし，活動自体
の大変さ，修得する必要のある知識量も多く，時
間が足りなくなるなどの課題もあった。
そこで，本研究では緊急支援活動の研修に関し

ての先行研究をまとめ，今後どのような研修が実
践場面で役立つのかについて考察する。

⚒．緊急支援活動とは

2-1．緊急支援活動のはじまり
1995 年⚑月には阪神淡路大震災が発生し，⚓月

には地下鉄サリン事件が起こった。この頃から，
臨床心理士は災害や事件事故後の「心のケア」を
求められるようになった。その年の⚔月より，文
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部科学省はスクールカウンセリングの研究調査事
業を始めた。そして，2000 年代には学校現場での
事件・事故の発生により，スクールカウンセラー
は事後の対応あたることが多くなってきた。
このような状況からも，緊急支援活動は，スクー

ルカウンセラー業務の⚕本柱の一つと言われてい
る（黒沢，2020）。今では，スクールカウンセラー
がこの活動に携わることが当たり前であり，「自
分は経験がないので，できません」とはもう言え
ない時代となっている。
このスクールカウンセラーによる事件・事故後

の支援活動を「緊急支援」という言葉で表現され
るようになったことにはどのような意味があるの
だろうか。
窪田ら（2020）によると，危機介入という言葉

では不十分であり，「学校というコミュニティで
起こった事件・事故によって生じた児童生徒らの
さまざまな反応に対して，学校自体がその事件・
事故の直後から主体的に活動し学校本来の機能を
回復するということに対する後方支援」という意
味がある。このことから，緊急支援活動の対象と
なるのは学校コミュニティということがわかる。
日本における緊急支援活動の支援スタイルを藤

森は（2013），専門家の人的タイプから内部型と外
部型の二つに大別している。内部型をさらに，教
育委員会主導型のスクールカウンセラー派遣事
業，臨床心理会主導型スクールカウンセリング派
遣事業，多職種派遣事業の⚓つに分けている。も
う一方の外部型は山口県標準 CRT を原型モデル
とした，精神保健福祉センターを中心とする多職
種チームを挙げている。
また，緊急支援に携わるのはスクールカウンセ

ラーだけではなく，チームとして対応にあたるこ
とが基本となる。その主なメンバーは，指導主事，
スクールカウンセラー，スクールソーシャルワー
カーが挙げられることが多い。
この緊急支援チームの主な役割について藤森は

（2014），「①校長と緊急支援チームが一緒に児童
生徒のケアプランを策定し，学校機能回復をめざ
す，②教職員への心理教育，③保護者への心理教

育，④生徒や家族への個別対応（被害者，目撃者，
遺族，保護者など），⑤マスメディアの対応」を挙
げている。これらは，現在基本的に提供される支
援内容であり，これから検討する研修内容でもあ
る。

2-2．筆者の緊急支援活動の経験から
筆者は臨床心理士を取得後すぐにスクールカウ

ンセラーの活動を始めた。活動開始⚒年目に児童
の自死案件を経験した。この活動を皮切りに，約
10 年間で様々な事案の支援活動に携わった。そ
れは児童生徒の死，教師の死，教師の不祥事，給
食食中毒，犯罪事件による被害，学校内での事故
等数えきれない。初めての緊急支援活動から 10
年後以降は後方支援に関わる割合が多くなってき
た。この 20 年の間で，類似した事案であっても
情報拡散についての状況に変化が見られるなど，
留意しなければならないことにもアップデートが
必要となる。このような経験からも，継続的な緊
急支援に関わる研修の必要性を感じる。また，人
材育成のためにも研修は不可欠である。

2-3．緊急支援活動において研修の必要性について
2-1 の中でも，緊急支援はスクールカウンセ

ラーの活動の⚑つであることを示した。樋渡
（2019）は緊急支援に関わった経験のある臨床心
理士の研修の経験について調査し，「都道府県臨
床心理会による研修が最も多く，次いで独学，学
会の研修の順になっている」と報告している。加
えて，大学や大学院での講義・研修は約⚓％にも
満たない状態となっている。大学院修了後すぐに
スクールカウンセラーとして現場に出る者もお
り，研修が十分であるとは言えない。
また，窪田（2014）は，「包括的学校危機予防・

対応モデル」の生成を提唱している。これは，予
防（予防教育の実施），準備（危機対応体制の確立・
訓練），対応（危機対応プログラムの実施），評価・
フォローアップ（効果検証と長期的支援）のサイ
クルに即した種々の研究を行い，学校危機の未然
予防から事後対応を体験的に行える体制整備を目
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指すものである。緊急支援の研修は，この準備段
階に位置づけられており，効果的な対応を行うた
めに不可欠である。
そして，学校保健安全法第 26 条に基づき，各学

校は危機管理マニュアルを作成し，緊急事態に迅
速かつ的確に対応することが求められている。緊
急支援の研修を通じて，教職員が緊急事態に対す
る対応手順を理解し，実践することで，児童生徒
の安全を守ることができることからも，研修会は
不可欠であると言える。

⚓．文献検索方法

2024 年⚙月⚙日～⚙月 12 日に CiNii Research
を使用し，以下のキーワードで論文と本を対象に
詳細検索を行った。タイトルに「スクールカウン
セラー 研修（2024.9.9）」と入力したところ 65
件がヒットした。次に「緊急支援 研修（2024.
9.9）」と入力したところ 12 件がヒットした。以
下同様に「スクールカウンセリング 緊急支援
（2024.9.9）」が 10 件，「臨床心理学 緊急支援
（2024.9.9）」が⚗件，「学校 緊急支援（2024.9.
12）」が 97 件ヒットした。以上，191 件のうち重
複してヒットしたもの，学術大会の発表論文集等，
本文から学校内で行う緊急支援活動の研修内容に
ついて確認できないものを除外した。分析対象の
論文は⚔本であり，本文を確認し，内容の整理を
行った。
緊急支援に関しての論文は，緊急支援とは何か

という定義に関わるもの，その支援内容の検討や
事例に関して報告が多く，研修に関わるものは少
なかった。

⚔．結果

分析対象とした論文・本は，藤森ら（2014），磯
部ら（2007），窪田ら（2020），松浦ら（2019）の
⚔つである。

⑴ 研修対象
研修の対象として，⚔つの職種と⚑つの立場が

挙げられた。この⚔つの職種は，教職員，指導主
事（教育委員会関係者），スクールカウンセラー，
スクールソーシャルワーカーであり，⚑つの立場
は保護者であった。
窪田ら（2020）は，2005 年当初より，教職員を

一般教職員と管理職毎の研修に分けて設定してい
る。加えて，スクールカウンセラーについては，
実際に現場で活動することとなる緊急支援カウン
セラー研修と複数で支援に入った際のコーディ
ネートの役割を担う緊急支援コーディネーター養
成研修に分けた。この他に，教育委員会関係者の
研修についてもプログラムを作成している。保護
者に対しては，日頃から家庭教育学級，人権講演
会など PTAが参加する地域の各種講座で，緊急
支援をテーマとした研修を取り上げてもらうよう
働きかけること，カウンセラー便りなどを活用し
て情報発信していくことを提案している。
そして，磯邉ら（2007）は教職員を対象とし，

藤森ら（2014）は指導主事とスクールカウンセ
ラー，松浦ら（2019）は，指導主事，スクールカ
ウンセラー，スクールソーシャルワーカーを対象
として挙げている。

⑵ 研修時間および開催時間帯
研修時間は，短いもので⚒時間から長いもので

12 時間（⚒日間）と幅があった。開催の時間帯は，
午前から始まるもの，18 時以降の夜間から始まる
ものもあった。⚕時間以上の長い研修では，午前
と午後に分けて実施されていた。

⑶ 研修会開催頻度
単回開催から，藤森ら（2014）は⚕回開催，松

浦（2019）の定期的に開催することを提案してい
る。

⑷ 研修形態
分析対象となった全ての論文・本で，研修形態

は対面方式で行うことが前提となっていた。ま
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た，講義形式と演習形式を組み合わせていた。

⑸ 研修会の構造
研修会参加の動機として，自己研鑽のためと推

測される任意の参加から，教職員は 10 年研修の
義務としての参加が見られた。

⑹ 研修内容
研修内容について，項目が記載されているが具

体的な内容の説明がないものもあった。そのた
め，研修内容として挙げられたもののタイトルか
らその内容を推測し，整理した。
研修の内容は大きく二つに大別される。一つ

は，緊急支援とは何かという概論的なもの，危機
反応の現れ方，緊急支援の流れなどを含む基本的
な知識と，実際の支援場面を想定した演習とに分
けられる。
窪田ら（2020）の研修概要では，一般教職員向

けの研修と緊急支援カウンセラー養成研修で，基
本的な知識で重複が多く見られた。ただし，教職
員向けの研修では，緊急時に実施する児童生徒対
象プログラムが演習が盛り込まれているという特
徴が見られた。また，緊急支援コーディネーター
と管理職研修では，どちらも学校全体を俯瞰して
みる立場となり，研修の内容の重複が見られた。
管理職研修では，保護者会演習が組み込まれてお
り，実際の役割に応じた内容となっている。
松浦ら（2019）では，心理教育のロールプレイ

を，磯邉ら（2007）では 15 分程度のリラクゼーショ
ン演習を取り入れているのが特徴的である。
また，松浦ら（2019）では，⚓つの職種の緊急

時における役割について明確にし，それを意識し
た上で研修を行うことが提案されていた。それぞ
れの役割は次のようなものであった。指導主事の
役割はコーディネーション，スクールカウンセ
ラーは心理教育，SSW は環境への働きかけであ
ることが示された。
そして，窪田ら（2020）は緊急時に実施する緊

急支援プログラムの全貌を紹介している。これ
は，スクールカウンセラーが全てを行うというこ

とではなく，協働し進めていくという立場である
ことを示している。
さらに，磯邉ら（2007），藤森ら（2014），松浦

ら（2019）は，ケアプランの策定までを研修会の
内容とする点が共通していた。

⚕．考察

⑴ 研修対象
今回分析対象とした論文で開催もしくは提案さ

れている研修対象はスクールカウンセラー以外の
職種も含んでいるものがほとんどであった。筆者
が経験してきた緊急支援活動は，心理職と現場の
教員のチームで行うことが多く，そこに指導主事
に加わってもらうという発想がなかった。しか
し，指導主事に緊急支援に関しての研修に参加し
てもらうことによって，事案が発生する以前から
準備は始まっており，それを研修が可能とするこ
とを改めて気づかされた。指導主事に緊急支援活
動について理解を深めてもらうことは，緊急時に
混乱している学校での活動をスムーズに進めるこ
とにつながるだろう。そして，藤森ら（2014）が
指摘する「個別カウンセリングを心のケアと誤解」
することを防ぐことともなるだとう。今後も学校
コミュニティの混乱を最小限度とするため，チー
ム学校のメンバーと共に研修のあり方を模索する
ことが必要だと考える。

⑵ 研修時間および開催時間帯
研修を受講する側としては，適度に休憩が入り，

⚑日⚕時間以内で終了するものが適当ではないだ
ろうか。また，多くの参加者が集まれる時間帯を
想定すると良いかと考える。ただし，複数回の違
う時間帯での開催も検討することで皆が研修の機
会を得ることができるかと思われる。

⑶ 研修会頻度
単発で終了するのではなく，基礎的な知識を忘

れないためにも継続的な研修が必要ではないかと
考える。緊急支援は忘れたころにやってくるもの
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と言われるように，突発的に起こる事象への備え
は常に必要である。

⑷ 研修形態
基礎的な知識に関しては，事前学習を取り入れ

るなどの工夫が可能である。松浦ら（2019）は「各
内容を小冊子にまとめた教材やメディア教材など
で事前学習を行ってもらい，各支援内容はロール
プレイなど実習形式で学んでいくと効率よく学べ
る」と提案している。
コロナ禍を経た現在，オンライン学習等も進ん

できている。事前学習可能なものは，記憶の忘却
を防ぐために受講者がいつでも視聴できるように
しておくのも一つの方法ではないだろうか。それ
を基に，対面でしかできない，心理教育のロール
プレイ，臨時保護者会の演習，子どもの面談のも
ち方などの演習を行っていくことが効率的ではな
いだろうか。

⑸ 研修会の構造
福岡県のスクールカウンセラーには，緊急支援

研修が義務づけられている（窪田ら，2020）。学校
に関わる職員として位置付けられた今，当然のこ
とではないだろうか。多職種の研修のあり方につ
いての言及は避けるが同じ立ち位置のものが一同
に会して，共に学ぶことに大変意義があると考え
る。一方で，磯邉ら（2007）は，「研修を行う側も
受ける側も常に「学ぶ」という謙虚な姿勢がなに
よりも必要であろう」と指摘している。肝に銘じ
ておきたい。
そして，これまでは事前の学びとしての研修に

ついて述べてきたが，実際に緊急の現場に入った
後の振り返りを行うことが次の実践へ生かされる
こととなる。
この振り返りのサポートをすることも重要では

ないだろうか。筆者も緊急支援後の振り返りは，
支援の中での荷降ろしにもなったことを経験して
いるからである。

⑹ 研修内容
基本的知識については，先にも述べたように事

前学習の取り入れを検討していくことが望まれ
る。
ここからは演習内容について，いくつか検討し

たい。窪田ら（2020）は「決定権を持つ校長等に
対して心理臨床の専門家の立場から明確にプログ
ラムを提案するという形で方向性を示していく」
ことが緊急支援での役割としている。しかし，松
浦ら（2019）はケアプランの策定が実施できる心
理職がすくないという現状を指摘している。⚔⑹
で磯邉ら（2007），藤森ら（2014），松浦ら（2019）
が共通して研修内容に盛り込んでいることから
も，緊急時の学校現場の混乱から回復に向けて「ケ
アプランの策定」は緊急支援研修の今後の柱と
なってくるのではないだろうか。しかし，単回の
研修会を受講しただけで身につくものではないと
筆者は考える。先にも述べたように，研修会で学
び，そして実際に緊急支援を体験し，またさらに
学ぶということの繰り替えしによって得られるも
のではないだろうか。したがって，研修で学び，
緊急支援の現場に入ること，支援後の振り返りの
サポートも含めた過程が人材育成となると改めて
考えた。
次に，スクールカウンセラー同士もしくはチー

ム内の協働について考えてみたい。通常のスクー
ルカウンセラーの勤務時とは異なり，複数のカウ
ンセラーと活動をすることとなる。緊急支援初心
者にとっては，誰かしらいてくれるというのは心
強い反面，誰がイニシアチブをとり，どう役割分
担を進めるのかという難しさも孕んでいる。この
点についての研修は，窪田ら（2020）でも，緊急
支援プログラム実施にあたっての，それぞれの役
割として取り上げているものの，通常一人職場の
経験が多いスクールカウンセラーとしてはもう少
し何らかのトレーニングが必要な点ではないだろ
うか。
⚓つ目に，講義や演習を通しても，実感しにく

い感覚をどう伝えていくかという課題があると筆
者は常々感じている。緊急支援活動を経験した人
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であれば，現場の独特な雰囲気を感じとったであ
ろう。いつもとは異なる緊張した空気，刻一刻と
変化する状況に対して，瞬時に求められる対応へ
の判断。これらは，訓練したくともそう簡単にで
きることではない。これをどのようにトレーニン
グしていくかについても今後の課題として残され
ていると思われる。
しかし，この瞬時に求められる判断力について

は，日常の臨床場面での判断に繋がっていると考
える。研修という場面ではなくとも，日々の臨床
の中で意識することによって培うことも可能なの
ではないだろうか。
そういった意味で，かしま（2012）があげた，

緊急支援をめぐって押さえておくべきキーポイン
トの⚖つのうちの⚑つに「支援される側の自助能
力を引き出す関わり」も同じではないだろうか。
緊急支援の現場では，特に教職員は自分たちの対
応に自信を失っている場面を多くみかける。その
際に，今できていることをこれからも続けてもら
うために，その人の自助能力を見つけ，再確認す
る関わりをしたいものだ。この上記⚒点について
は，通常のスクールカウンセラー業務の中でも行
われることである。このように緊急支援の現場に
だけ行うのではなく，日常の臨床にも通ずるもの
もある。緊急支援だから全てが通常と異なるので
はなく，日常の臨床の中からできる準備があるこ
とも研修の一部として盛り込んでみてはどうだろ
うか。

⚖．課題

松浦ら（2019）は研修時間の確保が問題となる
ため効率的に学べる工夫が必要だと指摘してい
る。これについては，考察でも述べたように，事
前学習を取り入れることによって解消できるので
はないか。
そして，磯邉ら（2007）は「参加者の状態にも

十分に配慮し，研修自体がトラウマティックな体
験にならないような姿勢が大切である」と指摘し
ている。筆者はこれまで，被害者支援に関わる科

目を大学の講義で担当した経験がある。その際に
も，「途中で気分が悪くなった場合には退席する
などして休憩をはさんでよいこと」など，最大限
に注意を払った点であった。また，架空事例を用
いる際にも，何についての事例をどのように提示
するか，研修会が終了した後の取り扱いを含め，
慎重さが求められるだろう。
また，窪田ら（2020）は研修実施後に参加者に

アンケート調査を行い，研修内容の修正を行って
いる。これは少しでも受講者（実践者）にとって
緊急時の支援活動に生かすことができる内容に近
づけようとする努力である。しかし，どのような
研修にすると，より実践的となるのか。研修参加
者が現場で使えるものとなるのか。研修受講者の
実感が実際の支援が効果的であるかが一致するも
のなのか等を含め今後引き続き検討が必要である
と考える。
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A Review of the Current Status and Problems of Emergency
Support Activities in Shools

EBINA Miho

Abstract

This study examines the current status and challenges of training for school emergency
support activities. The author, drawing from her experience as a school counselor involved in
emergency support activities, strongly feels the necessity of such training. Currently,
emergency support activities are considered one of the essential duties of school counselors, but
the training provided is insufficient. Therefore, this study reviews previous research on training
for emergency support activities and explores what kind of training would be useful in practical
situations in the future.

Keywords: school emergency support, school counselor, practical training, multidisciplinary
cooperation
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